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１．はじめに

　本研究では，2018 年日本陸上競技連盟科学委員

会の活動として行われた国内外対象の主要競技会に

おける 200m レース分析結果から，走速度，ピッチ，

ストライドを中心に言及する．

２．方法

２－１．対象競技会

　対象競技会は下記 5競技会とし，レース測定およ

び分析を行った．

・第 34 回静岡国際陸上競技大会（2018 年 5 月 3 日）

（以下，静岡国際）

・セイコーゴールデングランプリ陸上 2018 大阪

（2018 年 5 月 20 日）（以下，GGP）

・第 102 回日本陸上競技選手権大会（2018 年 6 月

22 日～ 24 日 ）（以下，日本選手権）

・第 18 回アジア競技大会インドネシア・ジャカル

タ大会（2018 年 8 月 25 日～ 30 日）（以下，アジ

ア大会）

・第 66 回全日本実業団対抗陸上競技選手権大会

（2018 年 9 月 21 日～ 23 日）（以下，実業団）

２－２．対象選手

　対象選手は競技会毎に下記のとおりである．

・静岡国際：原翔太選手，山下潤選手，桐生祥秀選

手，福島千里選手，前山美優選手，市

川華菜選手

・GGP： Isaac MAKWALA 選 手， 謝 震 業 選 手，

Dedric DUKES 選手，藤光謙司選手，原翔

太選手，山下潤選手，飯塚翔太選手

・日本選手権：男女 200m 決勝 7 位までの選手

・アジア大会：男子 200m に出場した日本代表選手

2 名およびメダリスト，女子 200m

ファイナリスト 8 名

・全日本実業団：飯塚翔太選手，猶木雅文選手，橋

元晃志選手，木村和史選手，女子

200m ファイナリスト 8 名

２－３．測定方法

　200m レースの測定は，液晶デジタルビデオカメ

ラ Lumix（DMC-FZ200，Panasonic，JAPAN）もしく

はスポーツコーチングカメラシステム（GC-LJ25B

システム，JVC，JAPAN）を 6台用いて，主に競技場

内の観覧スタンドから映像をハイスピード撮影する

ことで実施された．カメラの撮影速度は 239.76fps

（≒ 240fps）とし，各撮影ポイント（表 1）におい

てそのレースに出場している全選手（全レーン）が

入る画角を設定した．

　測定者は 20m，55m，80m，100m，121.5m，149.42m，

181m 地点の撮影を行うために観覧スタンドへそれ

ぞれ配置された．そのうち，20m，55m，80m，100m，

149.42m 地点の測定者は各地点の真上でなく，対

角線上スタンドに配置した．また，100m 地点と

表 1．撮影（測定）地点
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149.42m 地点は 1 名の測定者が兼任し，149.42m 地

点対角線上から両地点を撮影した．全てのレースの

撮影は，スターターのピストル閃光を撮影した後，

全選手がゴールするまでパンニング撮影を行った．

２－４．分析方法

　 映 像 分 析 に は 映 像 再 生・ 編 集 ソ フ ト

（QuickTimePro7，Apple，USA）によるフレーム表示

機能を用い，まず，全測定ポイントから撮影した映

像において，スターターのピストル閃光をゼロフ

レームに編集した．

　最高走速度および速度低下率とフィニッシュタイ

ムについて実施した相関分析はピアソンの積率相関

分析を用い，有意水準は 5% または 1% とした．

２－４－１．通過タイムおよび区間平均走速度

　通過タイムは各分析ポイントを選手の胴体部分が

通過した時点のフレーム数から求め，さらに，区間

平均走速度（以下，走速度）の算出を行った．

２－４－２．速度低下率

　速度低下率は，走速度から低下した速度の割合を

示す指標である．下に示す計算式により求めた．

　（[181m － 200m 区間走速度 ] / [ 最高走速度 ]× 100）－ 100

２－４－３．区間平均ピッチおよび区間平均ストラ

イド

　1 秒毎の区間平均ピッチ（以下，ピッチ）は，各

区間の分析ポイント通過後最初の 1歩をゼロ歩とし

て，計 6 ～ 14 歩（表 2）に要した時間のフレーム

数から算出した．

　区間平均ストライド（以下，ストライド）は，２

－４－１で求めた走速度をピッチで除すことにより

求めた．

図 1．	2018 年シーズン 200m レースにおける最高走速度（上段）および速度低下率（下段）とフィニッシュ

タイムの関係（●：男子　○：女子）

表 2．各区間におけるピッチの分析歩数
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３．結果および考察

　図 1 は本研究の分析対象全レースにおけるフィ

ニッシュタイムと最高走速度および速度低下率の

関係を示している．最高走速度は，男女共にフィ

ニッシュタイムと有意な相関関係が認められた（p 

< 0.01）．速度低下率は，男子においてフィニッ

シュタイムと有意な相関関係が認められたが（p < 

0.05），女子においては認められなかった．男子

においては，最高走速度および速度低下率共にパ

ファーマンスと密接な関係があることが明らかに

なった．

また，2018 年シーズンは 2 年後に東京オリンピッ

クを控えている中で 4年に 1度のアジア大会が開催

され，更に，昨年後半シーズンには男子 100m で 9

秒台の日本新記録や日本歴代 2位の記録がマークさ

れる等，短距離種目は注目度の高い 1 年であった．

本研究では，その中でも日本選手権山口大会および

図 2．	2018 年日本選手権男子 200m 決勝上位 4名における走速度（上段）およびピッチ（中段），ストライド（下

段）



－ 97 －

アジア大会ジャカルタ大会を中心に検証を行った．

（上記 2 競技会以外の他 3 対象競技会の分析結果詳

細は参考資料を参照．）

　図 2 は日本選手権男子 200m の決勝レース上位 4

名における走速度およびピッチ，ストライドの分析

結果を示している．20 秒 34 の記録で日本選手権者

となった飯塚選手は，本レース中最も高い走速度

（10.87m/ 秒）および最も低い速度低下率（-11.93%）

であった．2位の小池選手（20 秒 42）は，コーナー

トップ～直線区間におけるピッチの高さが顕著で，

最高走速度が飯塚選手に次ぐ 10.85m/ 秒であった．

一方，3 位の山下選手（20 秒 46）は，スタート～

20m 区間のピッチの高さと直線でのストライドの高

さが目立ち，最高走速度は飯塚選手，小池選手に次

ぐ10.84m/秒であった．男子ファイナリスト8名中，

藤光選手を除く 7 名のうち，4 名の最高走速度出現

区間は 55-80m 区間，優勝した飯塚選手と 2 位小池

選手含め残りの3名は80-100m区間で出現していた．

図 3．	2018 年日本選手権女子 200m 決勝上位 4名における走速度（上段）およびピッチ（中段），ストライド（下

段）
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図 4．2018 年アジア大会男 200m メダリストおよび日本代表選手における各ラウンドの走速度
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　図 3 は日本選手権女子 200m の決勝レース上位 4

名における走速度およびピッチ，ストライドの分析

結果を示している．終始高いピッチで選手権者と

なった福島選手（23 秒 65）の最高走速度は 9.41m/

秒で，ファイナリスト中最も高かった．2 位は昨年

23 秒 63 で制した市川選手で，最高走速度が昨年の

9.42m/秒から -0.09の 9.33m/秒で 23秒 83だった．

3 位に入った山田選手の最高走速度はファイナリス

ト 7 名中 4 番目の 9.24m/ 秒であったが，終始高い

ストライドと最も低い速度低下率（-14.70%）で 23

秒 92 だった．最高走速度到達区間は，決勝レース

上位 4 名が 55-80m 区間もしくは 80-100m 区間で，

下位 4名が 20-55 区間で出現していた．

　図 4 はアジア大会男子 200m メダリストと男子日

本代表（飯塚）選手の全レースにおける走速度の分

析結果を示している．男子 200m 決勝を接戦の上 20

秒 23 で制した小池選手の走速度は，準決勝におい

ても最後の約 20m を除いてはほとんど類似した推移

を示した．決勝と準決勝の最高走速度は，それぞれ

10.96m/ 秒と 10.94m/ 秒でほぼ同水準であったが，

予選においては 10.25m/ 秒で，決勝と準決勝とは全

く違う走速度推移を示していた．小池選手と同タイ

ム 2 位であった YANG 選手は，決勝においてファイ

ナリスト中最も高い最高走速度の 10.98m/ 秒で 20

秒 23，準決勝において 10.84m/ 秒で 20 秒 53，予選

において 10.59m/ 秒で 20 秒 95 と，ラウンドアップ

に伴い，最高走速度とフィニッシュタイムを上げて

いた．20 秒 68 で 6 位入賞した飯塚選手の決勝およ

び準決勝レースの走速度は，共に類似した推移を示

したが，予選のみ最高走速度含め走速度推移が他ラ

ウンドとは異なっていた．また，4 名とも 55-80m

区間で最高走速度に達していた．以上のことから，

ファイナリストらは，ラウンドによって，最高走速

度やレース内容を調整していることが考えられる．

図 5 は同じくアジア大会女子 200m メダリスト 3

名の決勝レースにおける走速度の分析結果を示して

いる．メダリスト 3名の最高走速度出現区間は全員

55-80m 区間で，男子と同様であった．金メダルを

獲得した ODIONG 選手の最高走速度は 9.75m/ 秒で抜

けていたが，銀・銅メダルの CHAND 選手（9.58m/ 秒）

と WEI 選手（9.56m/ 秒）は，類似した速度推移を

示していた．

４．まとめ

　2018 年シーズンにおける国内外 200m トップスプ

リンターのレースを分析した結果，次のことが明ら

かとなった．

・最高走速度は，先行研究同様，フィニッシュタイ

ムと有意な相関関係があった．一方，速度低下率

は，男子においてのみフィニッシュタイムと有意

な相関関係が認められた．

・最高走速度出現区間は，今季分析対象レースの

78% が 55-80m 区間で出現しており，先行研究と

同様の傾向を示した．一方，それに次いで，20-

55m 区間での出現が 13%，80-100m 区間 9% であっ

た．

・アジア大会の男子ファイナリストらは，ラウンド

アップに伴い最高走速度を含むレース内容を調整

していることが示唆された．

図 5．2018 年アジア大会女 200m 決勝レースにおけるメダリストの走速度
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